
くじ広
報 42013

月１日号
№ 170

３月24日、地域に愛され共に歩んできた侍
浜小学校角柄分校の閉校式典が行われ、多
くの地域住民が見守る中、64年の長い歴史に
幕を下ろしました。（関連記事４－５㌻）

■復旧・復興・飛躍への集い

手を携え 飛躍へ
Ｐ２―３

■侍浜小学校角柄分校が閉校
学校にありがとう

Ｐ４―５
■平成25年度の動き

施政方針ほか
Ｐ６―11

■三圏域連携事業「広報紙面交換」

おいでよ ! 八戸・二戸
Ｐ14―15

学び舎
や

に感謝込め
侍浜小学校角柄分校が閉校
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■県外■
【兵庫県】▶竹島あすか・まゆみ

■県外■
【山形県】▶室岡ふつよ
【東京都】▶五味秀春
【神奈川県】▶神林洋行
【大阪府】▶藍野大学短期大学部  専攻科
■市内■
【個人】▶梶谷裕子

■県外■
【埼玉県】▶城野口有吉
■県内■
【その他】▶匿名１件
■市内■
【その他】▶匿名１件

支援物資・義援金、寄付金

熱い支援に

感謝
　東日本大震災で大きな被害を受けた本
市に支援物資や義援金、寄付金が全国各
地から寄せられました。
　２月11日～３月10日までに受け付けた
分は次のとおりです。（敬称略）
　熱い支援ありがとうございます。

市に寄せられた義援金1,109件
8,686万6,478円（３月10日現在）

義 援 金

　市では、市内の被災した方々に分
配する久慈市地震災害義援金を募集
しています。ご協力をお願いします。
▶受付期間…平成26年３月31日まで
▶ 受付場所（現金）…①社会福祉課（市
役所１階）②山形総合支所③各支
所（宇部、侍浜、山根）

▶  その他の受付方法…現金書留、口
座振込も受け付けています。詳し
くは問い合わせください。

問社会福祉課　☎52‒2119

義援金ご協力を募集

支援物資

寄 付 金

３　広報くじ№170

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経

過
し
た
３
月
11
日
、
市
は
「
復

旧
・
復
興
・
飛
躍
へ
の
集
い
」
を

市
防
災
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
し
ま
し

た
。
国
や
県
、
関
係
団
体
か
ら
約

２
５
０
人
が
出
席
。
復
興
と
そ
の

先
の
飛
躍
に
向
け
、
一
丸
と
な
っ

て
突
き
進
む
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

山
内
隆
文
市
長
は
「
多
く
の
支

援
を
い
た
だ
き
、
復
旧
・
復
興
に

関
わ
る
取
り
組
み
が
強
力
に
推
し

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
手
を
携
え
、
共
に
復
旧
、
復
興
、

飛
躍
へ
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
決
意
。
八
重
櫻
友

夫
市
議
会
議
長
は
「
津
波
防
災
意

識
の
日
常
化
な
ど
市
民
一
人
一
人

の
備
え
が
大
切
。
市
議
会
も
市
と

協
力
し
、
市
民
が
健
や
か
で
豊
か

な
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
未
来
を
築
き
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
力
を
込
め
ま
し
た
。

　

国
や
県
関
係
者
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、来
賓
の
さ
か
な
ク
ン
も「
復

旧
・
復
興
・
飛
躍
の
た
め
に
で
き

る
限
り
参
加
し
て
行
き
ま
す
。
一

緒
に
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

熱
い
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
お
お
む
ね
１
０
０
万

円
以
上
の
寄
付
金
や
義
援
金
で
市

へ
の
支
援
を
行
っ
た
団
体
に
感
謝

状
を
贈
呈
。
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
と

日
成
ビ
ル
ド
工
業
株
式
会
社
が
受

領
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
岩
手
大
学
工
学
部
の

小
笠
原
敏
記
准
教
授
が
「
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
津
波
に
よ
る
久

慈
市
の
建
物
被
害
の
特
徴
及
び
こ

れ
か
ら
の
津
波
避
難
」
に
つ
い
て

講
演
を
行
い
ま
し
た
。
小
笠
原
准

教
授
は
市
を
襲
っ
た
津
波
を
Ｃ
Ｇ

で
再
現
し
、
津
波
被
害
を
小
さ
く

す
る
た
め
、
湾
口
防
波
堤
や
海
岸

防
潮
堤
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
説

明
。
そ
の
上
で
長
期
に
わ
た
っ
て

地
域
が
防
災
力
を
持
続
し
て
い
く

た
め
に
住
民
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
の

重
要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、
久
慈
湊
小
学
校
の
中
居

澄
江
校
長
は
、
同
校
が
以
前
か
ら

取
り
組
ん
で
き
た
防
災
対
策
や
震

災
時
の
対
応
な
ど
を
発
表
。
避
難

訓
練
を
は
じ
め
と
す
る
防
災
教
育

と
経
験
を
次
世
代
へ
語
り
継
ぐ
こ

と
の
大
切
さ
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
国
が
主
催
す
る
追

悼
式
の
様
子
も
中
継
。
地
震
発
生

時
刻
の
14
時
46
分
、
参
加
者
は
さ

ま
ざ
ま
な
思
い
を
胸
に
犠
牲
者
へ

黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　

最
後
は
参
加
者
一
人
一
人
が
追

悼
の
思
い
を
込
め
、
献
花
台
に
花

を
さ
さ
げ
、
復
興
へ
向
け
て
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

支
援
と
エ
ー
ル
受
け

復
興
に
決
意
新
た
に

岩手・久慈ケルンの会が追悼のイベント

突
然
の
大
き
な
揺
れ
、
生
き
て
き
た
中
で
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
巨
大
な
津
波
が
ま
ち
を
襲
っ
た
東
日
本
大
震

災
。
あ
れ
か
ら
２
年
が
経
過
し
た
３
月
11
日
、
鎮
魂
の

祈
り
を
さ
さ
げ
、
飛
躍
へ
向
け
て
市
民
が
心
を
一
つ
に

進
も
う
と
、
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た

鎮魂と復興 思い込め灯すキャンドル

て認定。東日本大震災を教訓に、
災害に強い地域づくりを目指し
活動しています。
　同会では、震災の記憶を伝え
残していくため、同公園内に石
積みのモニュメント「ケルン・
鎮魂の鐘と光」の建立を目指し、
　市民に広く募金を募る「ワン
コイン・ケルン運動」を展開し
ています。

　東日本大震災から２年目の３
月11日、長内町諏訪下地区のＪ
Ｃ公園で「鎮魂と希望の灯

あか

り」
が行われ、約100人の市民が追
悼と復興への思いを込めて、約
1500個のキャンドルを点灯しま
した。主催した岩手・久慈ケル
ンの会（一沢明男会長）は２月
26日、市内14団体目の特定非営
利活動法人（ＮＰＯ法人）とし

「３.11」に並べられたキャンドル
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３
月
11
日
、「
復
旧
・
復
興
・
飛
躍
へ
の
集
い
」
を
挙
行

手
を
携
え
飛
躍
へ  

１ ／熱いエールを送ったさかなクン
２・３ ／小笠原敏記准教授は津波対
　策にはハードとソフト両方の対策
　が必要と講演
４／体験発表を行う中居澄江校長
５／国の追悼式を中継
６ ／復興への願いを込め黙とうをさ
さげる出席者

２４

６

鎮魂を祈り飛躍を誓った日

　３月11日までの１年間に
寄付金や義援金で市へ支援
を行った団体に贈呈。ご支
援ありがとうございます。
【寄付金】
▶アサヒグループホール
ディングス㈱▶中外製網㈱
▶日成ビルド工業㈱▶（一社）
日本プロ野球選手会
【義援金】
▶㈱アーネストワン
※敬称略、50音順。

感謝状を贈呈

１

５ ３

犠牲者への追悼の思いを胸に献花する出席者



角柄地区の学校として
地域と歩んだ64年歴史を閉じる

侍浜小学校角柄分校
（４月から侍浜小学校と統合）

学
校
に

学
校
に    

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う

　お父さんもおばあちゃんも通った
学校がなくなるのは残念です。分校
のクリスマス会も楽しかったし、竜
くんに教わった縄跳びで、二重跳び
を 21 回もできるようになれたよ！

田村　渉
わたる

くん
（２年）

　畑で収穫した野菜を使った料理を、
おばあちゃんたちに食べてもらった
分校まつりやキャンプが思い出です。
本校と一緒のマラソン大会での１位
もうれしかったな！

田村　翔
しょう

くん
（５年）

　温かみのある木造校舎が自慢の学
校！学習発表会で披露した劇や歌、
合奏を地域の人に喜んでもらったこ
とが最高の思い出。中学校では部活
で野球を頑張りたいです。

大
お お

淵
ぶ ち

　竜
りゅう

くん
（６年）

地域に愛され続けた校舎に別れ

2013.４.１号　４

１月３日、校舎前で地域の皆さんと記念撮影（写真提供…北村正男さん）

ぼくたちは、角柄分校が大好きです
緑豊かな この角柄の地に建っている

 赤い屋根の校舎を見ると
 とてもうれしい気持ちになります

たくさんの思い出を ありがとう
地域のみなさん ありがとう

そして、角柄分校 ありがとう
（全校児童によるお別れの言葉から抜粋）

侍浜小学校角柄分校

■創立
　昭和24年４月１日

■主な歩み
　
　戦後、開拓地として誕生した
角柄地区。住民の熱意と多大な
奉仕作業によって校舎が完成。
児童数18人、教員１人、１学級
で開校した。昭和38年には50人
の児童が在籍。これまでに約221
人の卒業生を送り出した。
　昭和61年、現校舎が完成し、
平成５年には体育館の落成に併
せて「分校の歌」（作詞・三好京
三、作曲・星吉昭）も完成。平
成11年には創立50周年を迎えた。
　児童が減少してからも、侍浜
小学校本校との交流や、地区住
民の温かい支援を受けながら、
積極的に教育活動を展開。64年
の長い歴史を刻んだ。

１／分校最後の卒業式を終え記念撮影
２／あいさつをする田中淳校長
３／分校への思いを込めた作文を朗読
　する田村翔

しょう

くん

４／閉校式典を見守る地域住民
５／児童と同窓生らが角柄太鼓を披露
６／開校50周年以降に在籍した学校長
　などに感謝状を贈呈１

２ ３

５

４ ６

　地域の皆さんと交流し、一緒に体
験活動ができる素晴らしい学校で
す。子どもたちの積極さにも感心し
ます。これからは友達をたくさん増
やして頑張ってほしいですね。

地域と交流

小野寺トモ子先生
（角柄分校主任）

　児童と作った分校の歌は、地区の
住民全員が角柄の歌として愛唱して
います。分校は学び舎としての使命
を終えても、これからも地域の絆と
して生き続けると信じています。

地域の絆

田村  英寛委員長
（閉校記念実行委員会）

　戦後の何もない時代に、自分も含
め、みんなの手で作った学校は角柄
の宝物でした。閉校は本当に寂しい
ですが、子どもたちが素直でたくま
しく成長することを願っています。

角柄の宝物

大内田由二郎さん
（分校用地提供者）

　

侍
浜
町
角
柄
地
区
の
学
校
と
し

て
64
年
の
歴
史
を
築
い
た
侍
浜
小

学
校
角
柄
分
校
（
田
中
淳
校
長
・

児
童
３
人
）。
３
月
24
日
、
閉
校

式
典
が
行
わ
れ
、
地
域
に
愛
さ
れ

て
き
た
学
校
に
約
１
３
０
人
が
別

れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

始
め
に
、山
内
隆
文
市
長
が「
角

柄
分
校
の
歴
史
は
、
い
つ
ま
で
も

私
た
ち
の
心
の
中
に
生
き
続
け
ま

す
。
分
校
の
思
い
出
を
胸
に
、
多

く
の
仲
間
と
学
び
、
励
ま
し
合
い

な
が
ら
、
力
強
く
大
き
く
成
長
し

て
く
だ
さ
い
」
と
式
辞
。
田
中
校

長
は
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
手

作
り
で
学
校
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ

ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
様
の

お
か
げ
で
す
」
と
地
域
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。

　

お
別
れ
の
言
葉
で
は
、
児
童
が

分
校
で
の
思
い
出
を
発
表
し
「
地

域
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。
角

柄
分
校
、
あ
り
が
と
う
」
と
大
き

な
声
で
感
謝
。
し
っ
か
り
と
し
た

ま
な
ざ
し
で
前
を
見
据
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
全
員
で
分
校
の
歌
を

斉
唱
。
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

と
学
校
へ
の
感
謝
を
込
め
た
歌
声

は
、
校
舎
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
校
庭
で
閉
校
記

念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
、
山
内

市
長
や
学
校
関
係
者
、
全
校
児
童

ら
で
除
幕
。
角
柄
地
域
の
歴
史
が

込
め
ら
れ
た
分
校
の
歌
が
刻
ま
れ

た
記
念
碑
に
向
か
い
、
参
加
者
は

思
い
を
巡
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

市
内
催
事
場
で
開
か
れ
た
「
思

い
出
を
語
る
会
」
に
は
多
く
の
地

域
住
民
ら
が
参
加
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
児
童
と
同
窓
生
ら
７
人
が
、

同
校
に
20
年
以
上
に
渡
っ
て
引
き

継
が
れ
る
「
角
柄
太
鼓
」
を
披
露

し
ま
し
た
。
田
村
英
寛
閉
校
記
念

実
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
感
謝
状
の
贈
呈
や
学
校
の
歩

み
を
振
り
返
る
ビ
デ
オ
上
映
な
ど

が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
大
い
に
思

い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
を
大
き
く
育
て
、

交
流
・
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
地

域
と
歩
ん
で
き
た
角
柄
分
校
。
多

く
の
人
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら
、
長

い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

地
域
に
愛
さ
れ
た
学
校

思
い
出
を
語
り
合
い

角柄分校への思い
家族が通った分校まつり自慢の学校



施政方針・予算編成・主な事業・人事異動

計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

体
験
型
教
育
旅
行
な
ど
に
つ
い

て
は
、
体
験
受
入
態
勢
の
充
実
と

営
業
拡
充
に
よ
り
誘
客
に
努
め
、

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
旅
行
者
な
ど
の
受

入
拡
大
に
向
け
て
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
及
び
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
調
査
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
２
）「
地
域
、
み
ん
な
で
支
え
あ

う
ま
ち
づ
く
り
」

　

全
市
民
が
、
健
康
で
安
心
し
て

自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
地
域
社
会
の
実
現
の
た
め
、

町
内
会
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
高

齢
者
・
障
害
者
を
は
じ
め
と
す
る

災
害
弱
者
に
対
し
て
日
頃
の
見
守

り
活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

被
災
者
の
生
活
を
支
援
す
る
ほ

か
、
災
害
時
に
お
い
て
迅
速
な
避

難
支
援
や
安
否
確
認
が
で
き
る
体

制
を
整
え
、
一
時
的
に
受
け
入
れ

る
た
め
の
福
祉
避
難
所
の
設
置
に

努
め
ま
す
。

　

保
健
・
医
療
施
策
に
つ
い
て
は

新
た
に
、
身
体
の
発
育
が
未
熟
な

子
ど
も
に
対
す
る
「
養
育
医
療
給

付
」
を
実
施
す
る
ほ
か
、
母
子
保

製
容
器
包
装
の
回
収
を
開
始
す
る

ほ
か
、
資
源
物
の
収
集
日
を
増
や

す
な
ど
、
ご
み
排
出
量
の
削
減
・

資
源
化
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
防
災
拠
点
と
な
る
公
共
施

設
で
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

を
進
め
る
ほ
か
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
調
査
・
研
究
に
加
え
、

大
規
模
太
陽
光
発
電
の
誘
致
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

消
防
防
災
に
つ
い
て
は
、
災
害

か
ら
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

た
め
、
避
難
訓
練
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
充
実
を
図
り
、
防
災
意
識

の
「
日
常
化
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
本
年
は
、
防
災
関
係
機
関
と

連
携
し
、
市
民
と
一
体
と
な
っ
た

「
岩
手
県
総
合
防
災
訓
練
」
を
実

施
し
ま
す
。

（
５
）「
地
域
資
源
を
生
か
し
、
賑

わ
い
を
創
出
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

　

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
認

定
農
業
者
や
集
落
営
農
組
織
及
び

新
規
就
農
者
へ
の
支
援
を
積
極
的

に
行
い
、
地
域
ぐ
る
み
農
業
の
推

進
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

畜
産
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

牧
草
地
の
放
射
性
物
質
の
低
減
対

策
を
実
施
し
て
、
安
全
性
の
確
保

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
除

間
伐
な
ど
森
林
整
備
の
推
進
に
取

り
組
み
、
未
利
用
材
の
有
効
活
用

と
林
家
所
得
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

水
産
加
工
施
設
、
漁
港
施
設
な
ど

の
復
旧
に
最
優
先
で
取
り
組
み
、

本
格
的
な
復
興
・
飛
躍
に
向
け
て

全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
緊
急

雇
用
創
出
事
業
な
ど
を
活
用
し
、

雇
用
機
会
の
創
出
を
図
る
ほ
か
、

優
秀
な
人
材
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
を
図
り
な
が

ら
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
あ

ま
ち
ゃ
ん
」
と
連
動
し
た
観
光
振

興
を
推
進
す
る
た
め
、
関
係
団
体

な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
、
当
地

域
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
ま
す
。

（
６
）「
安
全
、快
適
な
ま
ち
づ
く
り
」

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
「
復
興

道
路
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た

八
戸
・
久
慈
自
動
車
道
、
三
陸
北

縦
貫
道
路
に
つ
い
て
早
期
全
線
完

成
に
向
け
て
、
整
備
の
促
進
に
関

係
機
関
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
ほ
か
、
災
害
時
の
避
難
路
と
し

て
の
機
能
も
併
せ
持
つ
「
広
美
町

海
岸
線
」
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
道
に
つ
い
て
は
、
災
害
復
興

に
向
け
た
避
難
道
路
の
早
急
な
整

備
に
努
め
、
各
路
線
の
改
良
舗
装

の
促
進
や
適
正
な
維
持
管
理
を
行

い
、
交
通
の
安
全
対
策
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

　

港
湾
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
湾

口
防
波
堤
の
早
期
整
備
を
、
国
・

県
に
対
し
て
強
く
訴
え
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
水
道

施
設
の
更
新
と
、
川
井
・
関
・
小

国
統
合
簡
易
水
道
の
統
合
整
備
を

推
進
し
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
浄

化
セ
ン
タ
ー
水
処
理
施
設
の
増
設

を
図
り
、
市
全
域
の
居
住
環
境
の

改
善
と
水
環
境
の
保
全
の
た
め
、

浄
化
槽
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
化
が
困
難
な
地
区

の
解
消
に
向
け
て
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
取
り
組
む
ほ
か
、
夢

ネ
ッ
ト
事
業
で
整
備
し
た
光
フ
ァ

イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
開
放
し
、
携

帯
電
話
通
話
エ
リ
ア
の
拡
大
に
努

め
ま
す
。

■
は
じ
め
に

　

市
復
興
計
画
と
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
が
３
年
目
を
迎
え
る

平
成
25
年
度
。
こ
れ
ま
で
の
成
果

を
し
っ
か
り
と
分
析
、
検
証
し
、

改
善
を
加
え
、
２
つ
の
計
画
を
連

動
さ
せ
、
常
に
「
新
た
な
視
点
」

を
も
っ
て
前
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
「
夢
・
希
望
・
未
来
に
向
か
っ

て
ひ
と
輝
く
ま
ち
」
を
実
現
さ
せ

る
た
め
、
新
し
い
久
慈
市
を
築
き

上
げ
て
い
く
と
い
う
強
い
意
志
を

持
ち
、
市
を
挙
げ
て
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。

（
１
）「
市
民
と
の
積
極
的
な
協
働

を
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
」

　

市
民
一
人
一
人
が
課
題
意
識
や

目
標
を
行
政
と
共
有
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
を
発
揮
し
な
が
ら
協
力

し
て
取
り
組
む
「
協
働
」
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
の

た
め
、「
第
2
次
男
女
共
同
参
画

健
事
業
と
し
て
、
各
種
乳
幼
児
健

診
・
相
談
な
ど
の
充
実
を
図
り
関

係
機
関
と
の
連
携
を
推
進
し
ま
す
。

（
３
）「
創
造
性
豊
か
な
人
材
を
育

て
る
ま
ち
づ
く
り
」

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
保

育
料
の
軽
減
を
継
続
実
施
す
る
ほ

か
、
民
間
保
育
所
で
の
特
別
保
育

事
業
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、「
知
・

徳
・
体
」
の
調
和
の
と
れ
た
人
間

形
成
を
重
視
し
、
児
童
・
生
徒
一

人
一
人
の
考
え
る
力
や
豊
か
な
心
、

健
や
か
な
体
を
育
む
と
と
も
に
、

国
際
理
解
教
育
、
情
報
教
育
、
学

習
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
家

庭
・
地
域
と
の
連
携
を
深
め
な
が

ら
、「
生
き
る
力
」
の
育
成
に
努

め
る
ほ
か
、
復
興
教
育
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

（
４
）「
自
然
・
地
域
を
守
る
ま
ち

づ
く
り
」

　

資
源
循
環
型
社
会
の
推
進
に
つ

い
て
は
新
た
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

生
命
と
財
産
を
守
る

防
災
意
識
の
日
常
化

輝
く
ま
ち
の
実
現
に

新
た
な
視
点
で
前
進

受
入
態
勢
充
実
さ
せ

交
流
人
口
拡
大
図
る

被
災
者
支
援
と
健
康

・
安
心
の
生
活
実
現

学
習
環
境
の
充
実
と

「
生
き
る
力
」
の
育
成

避
難
道
路
の
整
備
と

路
線
の
適
正
な
管
理

あ
ま
ち
ゃ
ん
と
連
動

地
域
の
魅
力
を
発
信

2013.４.１号　６

６つの重点施策
１．市民と積極的な協働を進めるまちづくり

２．地域、みんなで支えあうまちづくり

３．創造性豊かな人材を育てるまちづくり

４．自然・地域を守るまちづくり

５．地域資源を生かし、賑わいを創出するまちづくり

６．安全・快適なまちづくり

計
画
連
動

計
画
連
動
し

新新
た
な
た
な
視
点
視
点
でで

市
政
市
政
を
前
進
前
進

人
々
の
日
々
の
平
穏
な
生
活
を
一
瞬
に
し
て
奪
い

去
っ
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経
過
。
市
民

と
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
復
旧
・
復
興
に
取
り
組

む
中
、
平
成
25
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

２
月
22
日
に
開
か
れ
た
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会

議
で
、
山
内
隆
文
市
長
は
平
成
25
年
度
施
政
方
針

を
述
べ
、「
常
に
新
た
な
視
点
を
持
ち
、
新
・
久
慈

市
を
築
き
上
げ
る
」
と
い
う
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

今
回
は
、そ
の
概
要
、予
算
、主
な
事
業
、人
事
異
動

の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
（
11
㌻
ま
で
）

平
成
25
年
度
の
動
き　

施
政
方
針



歳
入
・
歳
出

歳
入
・
歳
出

２
５
１

２
５
１
億
円
億
円

復
興
復
興 
最
優
先
に

最
優
先
に

歳入歳出

特別会計≫

企業会計≫　水道事業会計

　特別会計は、特定の事業を一般会計と区分したり、
特定の歳入と歳出を区別して処理する会計です。
■土地取得事業………………………………2,082万円
■国民健康保険事業勘定………………49億5,806万円
■国民健康保険直営診療施設勘定…… 2億9,791万円
■後期高齢者医療…………………………2億6,373万円
■介護サービス事業……………………………9,041万円
■魚市場事業……………………………………3,708万円
■漁業集落排水事業………………………3億1,228万円
■公共下水道事業…………………………15億8,234万円

合計　75億6,263万円

　公営企業会計は、事業で得られる収入で経費を賄う
独立採算制を原則とした会計です。久慈市では、水道
事業会計がこれにあたります。

区　分 収　入 支　出
収益的収支 8億3,539万円 9億5,348万円
資本的収支 7億2,399万円 9億2,428万円

一般会計 一般会計

歳出・性質別内訳

251億3,360万円 251億3,360万円 

▶１位　民生費…福祉や子育てなどに使うお金
▶２位　総務費…市の財産管理などに使うお金
▶３位　 土木費…道路や公園などを整備・補修

するためのお金

▶１位　地方交付税…国から配分されたお金
▶２位　国庫支出金…国からの補助金など
▶３位　市税…皆さんから納めてもらった税金

９　広報くじ№170

市税
38億9,124万円
（15.5％）

地方交付税
80億1,667万円
（31.9％）

国･県支出金
73億7,912万円
（29.4％）

繰入金
20億5,409万円
（8.2％）

諸収入
 6億1,737万円（2.4％）

分担金及び負担金
 2億3,482万円（0.9％）

その他
 1億9,319万円（0.8％）

地方消費税交付金
  3億3,679万円（1.3％）

地方譲与税  2億3,750万円（0.9％）

その他  7,275万円（0.3％）

市債 21億6万円
        （8.4％）

依存
財源
72.2%

27.8%

自主
財源

商工費
　12億5,507万円（5.0％）
消防費
　13億2,353万円
　　（5.3％）

民生費
55億7,914万円
（22.2％）

総務費
45億7,876万円
（18.2％）

土木費　29億1,974万円
（11.6％）

公債費　28億3,384万円（11.3％）

教育費
22億5,274万円（8.9％）

衛生費
14億5,978万円
　（5.8％）

災害復旧費
 14億199万円
　（5.6％）

その他
  3億2,172万円（1.3％）

農林水産業費  12億729万円（4.8％）

その他
38.5%

義務的
経費

投資的経費
38.6%

22.9%

物件費
51億6,798万円
（20.6％）

普通建設事業費
41億6,060万円
（16.6％）

扶助費
36億2,535万円
（14.4％）

災害復旧事業費
  15億8,883万円（6.3％）

公債費
28億3,379万円
（11.3％）

人件費
32億4,972万円
（12.9％）

その他
  18億1,444万円（7.2％）

補助費等
  25億5,912万円（10.2％）

維持補修費
  1億3,377万円
　　（0.5％）

▶１位　物件費…委託料や使用料、物品購入費など
▶２位　 普通建設事業費…道路や漁港などの新

増設工事に係る費用
▶３位　扶助費…児童手当や生活保護費など

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、
平

成
25
年
度
も
厳
し
い
財
政
状
況
で

の
予
算
編
成
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
を
財
源
別
に
見
る
と
、
市

税
な
ど
の
自
主
財
源
が
69
億
９
０

７
１
万
円
で
全
体
の
27
・
8
％
。

こ
れ
に
対
し
て
、
国
か
ら
配
分
さ

れ
る
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財

源
は
１
８
１
億
４
２
８
９
万
円
で
、

全
体
の
72
・
２
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
前
年
度
に
比
べ
て
自
主
財
源

の
割
合
は
増
え
ま
し
た
が
、
依
然
、

財
源
の
大
半
を
国
や
県
に
頼
っ
て

い
る
状
況
で
す
。

　

市
は
財
源
確
保
の
た
め
、
財
政

調
整
基
金
か
ら
３
億
１
５
４
０
万

円
を
繰
り
入
れ
。
復
興
事
業
の
財

源
と
な
る
東
日
本
大
震
災
復
興
交

付
金
基
金
か
ら
は
15
億
５
４
５
７

万
円
の
繰
入
金
を
計
上
し
た
た
め
、

繰
入
金
の
総
額
は
前
年
度
比
約
６

倍
と
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

を
は
じ
め
、
教
育
環
境
の
充
実
や

雇
用
対
策
な
ど
を
進
め
る
た
め
に
、

主
要
事
業
に
は
重
点
的
に
予
算
を

配
分
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
最
も
多
い
の
は
、
福
祉

や
子
育
て
支
援
な
ど
に
使
う
民
生

費
で
55
億
７
９
１
４
万
円
。
復

旧
・
復
興
関
係
で
は
、
津
波
避
難

施
設
や
災
害
公
営
住
宅
、
も
ぐ
ら

ん
ぴ
あ
の
復
旧
工
事
費
な
ど
、
久

慈
市
復
興
計
画
に
基
づ
い
て
61
事

業
、
63
億
５
５
８
万
円
を
盛
り
込

み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
も
国
の
緊
急
雇

用
創
出
事
業
を
活
用
し
、
観
光
や

特
産
品
開
発
、
介
護
関
係
な
ど
の

事
業
を
導
入
。
さ
ら
に
、
当
初
予

算
提
案
後
に
も
緊
急
雇
用
創
出
事

業
の
追
加
実
施
な
ど
が
認
め
ら
れ

た
た
め
、
３
億
９
３
４
０
万
円
の

補
正
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
こ

の
補
正
予
算
は
３
月
18
日
の
市
議

会
で
議
決
。
補
正
後
の
予
算
額
は

２
５
５
億
２
７
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
と
区
別
し
て
処
理
す

る
特
別
会
計
（
左
）
の
予
算
総
額

は
75
億
６
２
６
３
万
円
。
前
年
度

に
比
べ
て
５
億
５
０
９
３
万
円
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

依
然
厳
し
い
財
政
状
況

繰
入
金
は
約
６
倍
に
増

復
興
61
事
業
に
63
億
円

主
要
事
業
も
重
点
配
分

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
２
５
１
億
３

３
６
０
万
円
（
前
年
度
比
31
億
６
０
６
０
万
円
増
）。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
最
優
先
と
し
、

過
去
最
大
の
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

久
慈
市
復
興
計
画
に
基
づ
く
事
業
を
最
優
先
と
し
な

が
ら
、
社
会
基
盤
の
整
備
、
教
育
環
境
の
改
善
や

雇
用
対
策
、
観
光
振
興
な
ど
に
も
重
点
的
に
予
算
を

配
分
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
選
択
と
集
中
を
進
め
、
限

ら
れ
た
財
源
の
効
果
的
活
用
に
努
め
ま
し
た
。
こ
の

ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
金
額
は
１
万
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す

割合が
大きい
もの

割合が
大きい
もの

割合が
大きい
もの
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平
成
25
年
度
の
動
き　

予
算
編
成



2013.４.１号　1011　広報くじ№170

平
成
25
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
最

優
先
と
し
な
が
ら
、
社
会
基
盤
の
整
備
や
雇
用
対
策
な
ど
、

直
面
す
る
諸
課
題
に
も
対
応
す
る
た
め
、
各
種
事
業
を
盛
り

込
み
ま
し
た
。

復
旧
・
復
興
関
係
は
津
波
避
難
施
設
や
災
害
公
営
住
宅
の
整

備
な
ど
主
要
61
事
業
。
緊
急
雇
用
創
出
事
業
も
継
続
実
施
し
、

雇
用
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
久
慈
市
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
施
策
と
、

復
旧
・
復
興
関
係
、
緊
急
雇
用
関
係
に
分
け
て
主
な
事
業
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
各
事
業
の
金
額
は
１
万
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す

復旧・復興関係事業

主要61事業
復旧・復興
全力で推進

復
興
復
興
最
優
先
優
先

諸
課
題

諸
課
題
に
も
に
も

対
応
対
応

各種事業で
雇用を拡大

緊急雇用創出事業

平
成
25
年
度
の
動
き　

主
な
事
業

事業の区分…新規◎  一部新規○  継続●

●地域コミュニティ振興事業
　 3,100万円／町内会などの地
域づくり活動を支援します
●市民協働道路維持補修事業
　 600万円／地域が行う市道な
どの補修作業を支援します
●中高生海外派遣事業
　 533万円／研修のため、中高
生を海外に派遣します
●男女共同参画推進事業
　 180万円／男女共同参画社会
の実現を目指します
●市民相談事業
　148万円／無料法律相談など

事業の区分…新規◎  一部新規○  継続●

◎養育医療給付事業
　 334万円／発育が未熟状態で
生まれた子どもへの医療給付
●感染症予防事業
　 6,881万円／インフルエンザな
どの予防接種費用を市が負担

●地域包括支援事業
　 4,744万円／高齢者の介護予
防事業などを実施します
●母子保健事業
　 3,562万円／妊婦健診費用な
どを市が負担します
●老人クラブ補助金
　 213万円／老人クラブへの補助

創造性豊かな
人材を育てる
まちづくり

地域、
みんなで
支えあう
まちづくり

自然・
地域を守る
まちづくり

安全、
快適な
まちづくり

地域資源を
生かし、賑

に ぎ

わい
を創出する
まちづくり

市民との
積極的な
協働を進める
まちづくり

協働・
交流連携

福祉・介護

教育・
子育て

環境・
防災・交通

観光・
農林漁業

●海とさかなの魅力全国発信事業
　 4,077万円／まちなか水族館
で、久慈の海をＰＲ
●久慈市観光情報発信事業
　 3,807万円／ＦＭラジオで観
光情報などを発信
●地域力拡大実践事業
　 1,221万円／農村の伝統技能の
伝承や特産品開発などを実施

●介護雇用プログラム推進事業
　 1,121万円／資格取得など、
介護の現場で働く人材を養成

補正予算で追加した事業も含めて、
平成25年度は33の事業を実施します

事業の区分…新規◎  一部新規○  継続●

◎国体開催推進事業
　 186万円／いわて国体開催に
向けた体制づくりや選手強化
●久慈小学校改築事業
　3億9,474万円／工事等実施
●乳幼児等医療費給付事業
　 1億3,123万円／乳幼児などに
医療費の一部を給付します
●文化会館自主事業
　 2,903万円／優れた芸術・文
化の鑑賞機会を提供します
●学校適応指導事業
　 244万円／不登校児童生徒の
受け入れや心理検査を実施

事業の区分…新規◎  一部新規○  継続●

◎公共施設防災機能強化事業
　 385万円／市役所の耐震補強
●火葬場施設整備事業
　 2億2,468万円／火葬場を整備
する久慈広域連合への負担金

●消防ポンプ自動車整備事業
　5,353万円／車両５台を整備
●路線バス運行事業
　 3,317万円／市民バス運行
●防犯灯設置・維持管理経費
　 1,190万円／防犯灯の管理等
●快適生活環境確保対策事業
　 461万円／ごみ減量や清掃運
動などを進めます

事業の区分…新規◎  一部新規○  継続●

●道路新設改良事業
　 4億6,422万円／上長内日吉町
線の歩道設置や、宇部岩瀬張
線などの工事を進めます
●浄化槽設置整備事業
　3,279万円／浄化槽設置を補助
●交通安全施設整備事業
　 560万円／市道への防護柵や区
画線の整備を行います
●交通安全運動経費
　 239万円／交通安全運動の推進
を行います

事業の区分…新規◎  一部新規○  継続●

◎観光施設整備事業
　 1,431万円／闘牛場の観覧席や
内間木洞周辺を整備します

○水産物流通活性化推進事業
　 604万円／水産物のブランド
化事業などに補助
●いわて未来農業確立総合支援事業
　 5,230万円／菌床シイタケやホ
ウレンソウの施設整備等を補助
●中心市街地活性化推進事業
　 1,172万円／市街地の整備など
●朝の連続テレビ小説「あまちゃ
　ん」支援推進協議会負担金
　 750万円／ロケ支援・誘客など

●災害公営住宅整備事業
　  1億8,608万円／久慈湊・大崎、元木沢、久
喜において、災害公営住宅の整備を進めます

●避難路整備事業
　 1億3,307万円／久慈湊・大崎、小袖漁港に
おいて、避難路の整備を進めます
●舟渡海水浴場環境整備事業
　 4,377万円／舟渡海水浴場において、レス
トハウスと公衆トイレの整備を進めます
●漁業集落防災機能強化事業
　 4,234万円／市内４カ所において、集団移
転団地の整備を進めます
●地震・津波ハザードマップ等整備事業
　 1,000万円／海抜などを調査し、避難誘導
看板やハザードマップの整備を進めます

●地震津波等災害復旧経費
　 22億4,648万円／災害廃棄物の処理を進め
ます
●復興関連道路新設改良事業
　 8億7,710万円／沿岸部などにおいて、津波
避難道路13路線の整備を進めます

●災害復旧事業（もぐらんぴあ）
　 8億3,992万円／もぐらんぴあの復旧に向け
て工事を進めます
●災害復旧事業（漁港）
　7億円／漁港の復旧に向けて工事を進めま
　す
●津波避難施設整備事業
　 3億2,520万円／集団移転団地などにおい
て、津波避難施設の整備を進めます

道路・
交通安全
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市
は
、
４
月
１
日
付
で
定
期
人
事
異
動
を

発
令
し
ま
し
た
。
新
採
用
、
派
遣
職
員
な

ど
を
含
め
１
２
７
人
が
異
動
。
新
た
な
体

制
で
震
災
か
ら
の
復
興
と
、
市
が
直
面
す

る
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。

※
（　

）
内
は
旧
所
属
名

復
興
と

復
興
と

直
面
課
題
に

直
面
課
題
に

新
体
制
で
臨
む

新
体
制
で
臨
む

▼
市
民
生
活
部
長
（
山
形
総
合
支
所

長
）
澤
口
道
夫
▼
産
業
振
興
部
長

（
久
慈
広
域
連
合
事
務
局
長
・
派
遣
）

澤
里
充
男
▼
山
形
総
合
支
所
長
（
農

林
水
産
部
林
業
水
産
課
長
）
中
新
井

田
欣
也
▼
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

（
議
会
事
務
局
次
長
）
大
森
正
則
▼

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
次
長
（
会

計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）
小
倉
隆
喜

【
総
合
政
策
部
】
▼
政
策
推
進
課
長

（
産
業
開
発
課
長
）
土
井
尻
英
明
▼

ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長
（
収
納
対
策

課
長
）
皆
川
隆
夫
▼
産
業
開
発
課
長

（
ま
ち
づ
く
り
振
興
課
長
）
嵯
峨
孝
和

【
市
民
生
活
部
】
▼
収
納
対
策
課
長

（
議
会
事
務
局
総
括
主
査
）
五
日
市

清
樹
▼
宇
部
支
所
長
併
宇
部
公
民
館

長
（
総
務
課
総
括
主
査
）
畠
山
健
治

▼
山
根
支
所
長
兼
山
根
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
所
長
併
山
根
公
民
館
長
（
水

道
事
業
所
総
括
主
査
）
向
川
千
穂
子

【
農
林
水
産
部
】
▼
農
政
課
長
（
産

業
建
設
課
長
兼
家
畜
診
療
所
長
）
嵯

峨
康
彦
▼
林
業
水
産
課
長
（
政
策
推

進
課
長
）
山
田
一
徳

【
産
業
振
興
部
】
▼
商
工
観
光
課
長

兼
中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室
長

（
図
書
館
長
兼
中
央
公
民
館
長
）
久

保
司

【
山
形
総
合
支
所
】
▼
ふ
る
さ
と
振

興
課
長
兼
山
形
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長

（
住
民
生
活
課
長
兼
山
形
福
祉
室
長

兼
か
わ
い
児
童
館
長
兼
霜
畑
児
童
館

長
兼
荷
軽
部
保
育
園
長
兼
戸
呂
町
保

育
園
長
兼
来
内
保
育
園
長
）
及
川
忠

則
▼
住
民
生
活
課
長
兼
山
形
福
祉
室

長
兼
か
わ
い
児
童
館
長
兼
霜
畑
児
童

館
長
兼
荷
軽
部
保
育
園
長
兼
戸
呂
町

保
育
園
長
兼
来
内
保
育
園
長
（
山
根

支
所
長
兼
山
根
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

所
長
併
山
根
公
民
館
長
）
眞
角
泰
光

▼
産
業
建
設
課
長
兼
家
畜
診
療
所
長

（
農
政
課
長
）
嵯
峨
文
弘

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
▼
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
山
形
地
区
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
（
宇
部
支
所
長

併
宇
部
公
民
館
長
）
菅
原
淳
一
▼
図

書
館
長
兼
中
央
公
民
館
長
（
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
総
括
主
査
）
外
舘

清
和

【
農
業
委
員
会
事
務
局
】
▼
農
業
委

員
会
事
務
局
長
（
商
工
観
光
課
長
兼

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
室
長
）
泉

澤
民
義

【
議
会
事
務
局
】
▼
議
会
事
務
局
次

課
…
岩
花
由
紀
子
▼
介
護
支
援
課
兼

元
気
の
泉
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

兼
元
気
の
泉
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
兼
久
慈
市
指
定
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
…
吉
田
義
行

【
農
林
水
産
部
】
▼
林
業
水
産
課
…

廣
﨑
健
司

【
産
業
振
興
部
】
▼
中
心
市
街
地
活

性
化
推
進
室
…
板
垣
俊
隆

【
建
設
部
】
▼
土
木
課
兼
生
活
環
境

課
…
田
面
巧
▼
建
築
住
宅
課
…
大
沢

和
明

【
水
道
事
業
所
】
▼
同
…
佐
々
木
和
子

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
▼
総
務
学

事
課
…
岩
脇
幸
治
▼
社
会
文
化
課
…

土
橋
久
美
子
▼
小
久
慈
公
民
館
…
村

上
恵
利
子
▼
大
川
目
公
民
館
併
大
川

目
農
村
総
合
セ
ン
タ
ー
…
中
野
明
彦

▼
山
根
公
民
館
併
山
根
支
所
併
山
根

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
…
中
村
暁
子
▼

夏
井
公
民
館
併
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
…
石
原
登
納
▼
図
書
館
…
大
沢

絹
枝
▼
社
会
体
育
課
…
藤
原
亮
一

【
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
】
▼
同

…
田
中
淳
茂

【
監
査
委
員
事
務
局
】
▼
同
…
掛
端

陽
子

【
議
会
事
務
局
】
▼
同
…
髙
畑
伸
一

【
総
務
部
】
▼
総
務
課
…
岩
﨑
高
士

▼
同
併
社
会
文
化
課
文
化
財
室
… 

小
野
寺
靖
▼
同
併
県
北
広
域
振
興
局

経
営
企
画
部
企
画
推
進
課
…
木
戸
口

幸
徳
▼
同
… 

小
向
景
子
▼
同
久
慈

広
域
連
合
派
遣
…
金
野
孝
之
▼
財
政

課
… 

岩
城
凌
▼
復
興
推
進
課
…
中

村
武
志

【
総
合
政
策
部
】
▼
政
策
推
進
課
…

長
内
美
紀
子
▼
ま
ち
づ
く
り
振
興
課

…
阿
部
沙
智

【
市
民
生
活
部
】
▼
市
民
課
…
下
嶽

浩
司
▼
同
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
派
遣
…
松
井
端
修
▼
国
民

健
康
保
険
山
形
診
療
所
…
永
井
克
之

▼
生
活
環
境
課
兼
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
…
櫻
庭
義
和
▼
税
務
課
…
佐
々

木
寛
子
▼
同
…
駒
澤
奈
緒
美
▼
同
…

山
口
雅
之
▼
同
…
袖
城
か
お
り
▼
同

…
松
浦
優
衣
▼
収
納
対
策
課
岩
手
県

総
務
部
税
務
課
派
遣
…
浅
水
優
太
▼

収
納
対
策
課
…
安
堵
城
隼
一
▼
同
…

島
袋
龍
二
▼
山
根
支
所
併
山
根
公
民

館
…
野
田
祥
紀

【
健
康
福
祉
部
】
▼
社
会
福
祉
課
…

熊
谷
望
▼
同
…
小
野
寺
理
恵
▼
子
育

て
支
援
課
…
大
矢
内
茂
▼
か
わ
い
児

童
館
…
播
磨
悠
子
▼
霜
畑
児
童
館
…

佐
々
木
サ
ダ
子
▼
戸
呂
町
保
育
園
…

野
田
口
郁
子
▼
保
健
推
進
課
兼
市
民

課
…
日
影
由
美
子
▼
保
健
推
進
課
兼

市
民
課
兼
宇
部
支
所
兼
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
…
三
角
治
子

【
農
林
水
産
部
】
▼
農
政
課
…
宇
部
泰

洋
▼
林
業
水
産
課
…
田
名
部
誠

【
産
業
振
興
部
】
▼
商
工
観
光
課
…

浅
水
和
明
▼
中
心
市
街
地
活
性
化
推

進
室（
県
北
広
域
振
興
局
）佐
藤
尚
弘

【
建
設
部
】
▼
土
木
課
…
下
舘
清
秋

▼
同
…
田
中
和
忠
▼
建
築
住
宅
課
…

安
部
奈
津
美
▼
下
水
道
課
…
下
公
淳

子
▼
同
…
永
井
さ
つ
き

【
山
形
総
合
支
所
】
▼
ふ
る
さ
と
振

興
課
…
小
林
聖
也

【
会
計
課
】
▼
同
…
下
舘
勝
佳

【
水
道
事
業
所
】
▼
同
…
落
合
正
幸

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
▼
総
務
学

事
課
…
鈴
木
洋
平
▼
同
…
丹
治
悠
▼

社
会
文
化
課
…
熊
谷
奈
穂
子
▼
同

（
久
慈
広
域
連
合
）
太
田
昌
希
▼
中

央
公
民
館
…
鈴
木
沙
織
▼
社
会
体
育

課
…
勝
田
一
志
▼
山
形
地
区
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
…
下
舘
佳
奈
▼
久
慈
湊

小
学
校
用
務
員
…
欠
畑
美
継
▼
大
川

目
中
学
校
用
務
員
…
勝
田
穰

【
総
務
部
】
▼
消
防
防
災
課
兼
防
災

セ
ン
タ
ー
…
大
﨑
純

【
総
合
政
策
部
】
▼
ま
ち
づ
く
り
振

興
課
…
久
慈
健
太

【
市
民
生
活
部
】
▼
市
民
課
…
山
田

大
介

【
健
康
福
祉
部
】
▼
社
会
福
祉
課
…

五
十
嵐
渉
▼
小
久
慈
保
育
園
…
荒
澤
亮

【
農
林
水
産
部
】
▼
林
業
水
産
課
…

田
中
賢

【
産
業
振
興
部
】
▼
交
流
促
進
課
…

鹿
糠
玲
佳

【
建
設
部
】
▼
土
木
課
…
新
井
野
徳

光
▼
都
市
計
画
課
…
田
中
勇
希
▼
建

築
住
宅
課
…
掛
端
敬
子

【
山
形
総
合
支
所
】
▼
ふ
る
さ
と
振

興
課
…
中
塚
剛
志
▼
産
業
建
設
課
…

佐
々
木
貴
大

【
水
道
事
業
所
】
▼
同
…
長
代
翼

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】
▼
学
校
指

導
課
…
宮
澤
藍
▼
社
会
文
化
課
…

佐
々
木
海
里

【
久
慈
広
域
連
合
派
遣
】
▼
部
長
級

（
市
民
生
活
部
長
）
勝
田
恒
男
▼
主

査
級
（
林
業
水
産
課
）
岡
野
修
一

【
併
任
解
除
】
▼
岩
手
県
（
政
策
推

進
課
）
星
川
勝
久

▼
総
務
部
付
部
長
・
復
興
推
進
担
当

（
同
）
大
湊
清
信

▼ 

下
舘
満
吉
（
産
業
振
興
部
長
）

▼ 

宇
部
辰
喜
（
教
育
委
員
会
事
務

局
教
育
次
長
）
▼ 

角
伸
之
（
山
形

総
合
支
所
ふ
る
さ
と
振
興
課
長
兼
山

形
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼ 

佐
々

木
成
人
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
山
形
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
）
▼ 

藤
森
智
（
農
業
委
員
会
事

務
局
長
）
▼
東
育
子
（
社
会
福
祉
課
）

▼
弥
藤
勇
（
建
築
住
宅
課
）
▼
下
山

恵
美
子
（
小
久
慈
公
民
館
）
▼
清
水

ア
ヤ
子
（
国
民
健
康
保
険
山
形
診
療

所
）
▼
前
田
ミ
ナ
子
（
霜
畑
児
童
館
）

▼
清
水
達
雄
（
山
形
地
区
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
）

部　

長　

級

長
（
久
慈
広
域
連
合
事
務
局
衛
生
課

長
・
派
遣
）
嵯
峨
一
郎

【
総
務
部
】
▼
総
務
課
…
小
倉
宏

【
総
合
政
策
部
】
▼
ま
ち
づ
く
り
振
興

課
…
澤
口
紀
子

【
市
民
生
活
部
】
▼
生
活
環
境
課
岩

手
北
部
広
域
環
境
組
合
派
遣
…
高
橋

秀
明
▼
税
務
課
…
鶴
飼
勝
浩
▼
収
納

対
策
課
…
細
越
一
明

【
健
康
福
祉
部
】
▼
社
会
福
祉
課
兼

少
年
セ
ン
タ
ー
…
大
下
勝
盛
▼
社
会

福
祉
課
…
晴
山
博
樹
▼
子
育
て
支
援

総
括
主
査
級

主
事
・
技
師
級
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退　
　
　

職

11
人

勤  

務  

延  

長

１
人

派
遣
・
併
任
解
除

３
人

新　

採　

用

15
人

51
人

課　

長　

級

16
人

５
人

25
人

　市役所では毎週月曜日（祝日
の場合は翌日）に窓口延長を実
施中。証明書などの交付や申請
手続きができます。
　どうぞご利用ください。
▶実施時間…午後６時30分まで
▶ 主な受付事務…右の表をご覧
ください

月曜日は窓口延長の日Information

各種手続きが可能

市民課
証明書の交付、申
請・変更手続き（年
金除く）

税務課 各種証明書などの
交付収納対策課

社会福祉課 各種申請・交付
子育て支援課 各種手続き
会計課 市税などの収納

施政方針・予算編成・主な事業・人事異動

13　広報くじ№170

平
成
25
年
度
の
動
き　

人
事
異
動
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八は
ち

葉よ
う

山ざ
ん

天て
ん

台だ
い

寺じ

は
奈
良
時
代
、

僧
行ぎ

ょ
う

基き

の
開
創
と
さ
れ
、
東
北

を
代
表
す
る
観
音
霊
場
と
し
て
知

ら
れ
る
天
台
宗
の
由
緒
あ
る
寺
で

す
。
現
在
の
建
物
は
江
戸
時
代
に

再
興
さ
れ
た
も
の
で
、
本
堂
（
観

音
堂
）
と
仁
王
門
は
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

恒
例
の
春
季
例
大
祭
で
は
、
天

台
寺
舞ぶ

楽が
く

や
駒こ

ま

ヶが

嶺み
ね

新し
ん

山ざ
ん

神か
ぐ

楽ら

な

ど
の
郷
土
芸
能
が
披
露
さ
れ
る
ほ

か
、
瀬
戸
内
寂
聴
名
誉
住
職
の
青

空
法
話
も
行
わ
れ
、
毎
年
多
く
の

参
拝
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
天
台

寺
ま
で
は
、
二
戸
駅
か
ら
車
で
約

20
分
、
東
北
自
動
車
道
浄
法
寺
IC

か
ら
車
で
約
５
分
で
す
。
寂
聴
師

の
心
温
ま
る
法
話
を
聴
き
に
、
ぜ

ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。（
法
話
は

寂
聴
師
の
体
調
な
ど
に
よ
り
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　バンド演奏やダンスなど、
多様なパフォーマーが市内外
から集まり交流します。フ
リーマーケットなども充実！
○６月下旬
○二戸駅隣接 カシオペアメッ
セなにゃーと

　春の稲庭岳を満喫！トレッ
キングや山菜採り体験、地元
産品の出店など多彩なイベン
トが楽しめます。
○５月下旬
○二戸市浄法寺町 天台の湯周
辺

上／独特の語り口で会場の笑いを誘う寂
聴師

中／郷土芸能・駒ヶ嶺新山神楽の奉納
下／お土産は滴生舎（参道入り口から徒
歩５分）の漆器をどうぞ

二二！
よ 天

台
寺
、
春
の
例
大
祭

心
温
ま
る
青
空
法
話

○５月５日㈰
○八葉山天台寺

問二戸市浄法寺
　総合支所
　地域課
☎0195‒38‒2211
FAX0195‒38‒2161

トリコロール＠
アット

J
ジ ャ ム

AM稲
い な

庭
に わ

高原まつり

座敷わらしの亀かめ麿まろ
くん

戸おいで

　

八
戸
の
中
心
街
の
地
名
に
は
、

三
日
町
や
八
日
町
と
い
っ
た
市い

ち

日び

の
つ
い
た
名
称
が
多
く
見
ら
れ
、

古
く
か
ら
市
日
や
朝
市
な
ど
で
に

ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
名
残
か
、
現
在
も
市
内
で
は
、

館た
て

鼻は
な

岸
壁
朝
市
、
湊
山
手
通
り
朝

市
、
八
戸
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
朝
市

な
ど
、
７
カ
所
で
朝
市
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
ま
す
。

　

中
で
も
陸む

奥つ

湊み
な
と

駅
前
の
朝
市
で

は
日
の
出
前
か
ら
「
イ
サ
バ
の

カ
ッ
チ
ャ
」
と
呼
ば
れ
る
魚ぎ

ょ

商し
ょ
う

の

お
母
さ
ん
た
ち
の
威
勢
の
い
い
掛

け
声
が
響
き
ま
す
。
新
鮮
な
魚
介

類
を
選
ぶ
お
客
さ
ん
と
イ
サ
バ
の

カ
ッ
チ
ャ
の
会
話
も
弾
み
、
朝
市

の
会
場
は
笑
顔
と
活
気
に
満
ち
あ

ふ
れ
ま
す
。

　

八
戸
の
元
気
に
触
れ
る
朝
市
、

ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

八八戸！

○通年で開催（毎
週日曜日休業）
○ＪＲ八戸線
　陸奥湊駅周辺

問八戸市観光課
☎0178‒46‒4040
FAX0178‒46‒5600

　桜の名所、八戸公園では
1,600本の桜が咲き誇ります。
多くの出店が並び、フリーマ
ーケットなども開催されます。
○４月28日㈰～

５月６日（月・祝）
○八戸公園

　蕪嶋神社みこし運行、郷土
芸能発表など、多彩なイベン
トを開催。ウミネコ繁殖地蕪
島では、約４万羽のウミネコ
を間近で見ることができます。
○４月20日㈯、21日㈰
○蕪島海浜公園

はちのへ公園春まつり蕪
かぶ

嶋
し ま

まつり

上／海産物は旬のものがどっさり
中／串もちや味噌田楽の素朴な味も大きな
魅力

下／海の幸を自由に選んで自分流の特製朝
ご飯

八
戸
市
マ

スコットキャラクター　い
かず

き
ん
ズ

おいで

４
〜
６
月
の

イ
ベ
ン
ト

よ

三圏域連携事業
「広報紙面交換」

八戸市・二戸市・久慈市は、古くから密接な関係
にある地域です。この事業は、３市でお互いのま
ちの魅力を広報紙で紹介し合う交流企画です。

釣具や農具は、三圏域の誇る産業を、また、三つ
の星は、北緯40° 台の同緯度において、同じ星空
を見る三圏域の共同性や一体感を象徴します。

「北緯 40° ナニャトヤラ連邦」ロゴマーク

朝
市
の
ま
ち
八
戸

八
戸
の
元
気
が
こ
こ
に
あ
る
！

「いがったらかれー !（良かったら買って）」イサバのカッチャの売り声が弾みます全国から多くの参拝者が訪れる青空法話全全国か全国か全国か全国か全国か全国か全国か国 ら多くら多くら多くくら多ら多多多 ののの参拝の参拝の参拝の参拝参拝参拝者が訪者が訪者が訪者が訪者が訪者 れるれる青れる青れる青れる青青青空法話空法話話話空法話空法話空法話話全国から多くの参拝者が訪れる青空法話 「い「いが「いがいがいががったらったらったらたらかれーかれーれーーかれーかれかれ !!!（（良（良（良良良良かったかったかったかったかか ら買っら買っら買っら買っら買っら買買 て）」て）」て）」て） イイサイサバイサバイサバサババのカッのカッカッのカのカ チャのチャのチャのチャののの売り声売り声売り声売り声売り声売 が弾みが弾みが弾みが弾みが弾みが弾み弾 ますますすすますますま「いがったらかれー !（良かったら買って）」イサバのカッチャの売り声が弾みます
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指
し
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
、

活
動
へ
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
同

協
定
の
締
結
は
50
団
体
に
な
り
ま

す
。
市
で
は
今
後
も
町
内
会
な
ど

と
連
携
し
、
災
害
時
に
自
力
で
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
を
普
段

か
ら
見
守
り
、
い
ざ
と
い
う
時
は

地
域
で
支
え
合
う
体
制
を
整
え
、

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

３
月
７
日
、
小
久
慈
地
区
の
10

町
内
会
が
災
害
時
要
援
護
者
名
簿

の
共
有
等
に
関
す
る
協
定
を
締
結
。

先
に
締
結
し
た
２
つ
の
町
内
会
を

合
わ
せ
て
、
同
地
区
全
町
内
会
で

協
定
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

調
印
式
に
は
、
小
久
慈
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
と
各
町
内
会
の
役
員

ら
30
人
が
出
席
。
10
地
区
の
町
内

会
長
と
山
内
隆
文
市
長
が
協
定
書

に
調
印
し
ま
し
た
。

　

山
内
市
長
は
「
協
定
締
結
が
進

む
久
慈
地
区
で
は
、
人
口
の
約
半

数
を
地
域
で
見
守
る
体
制
に
な
り

ま
し
た
。
全
地
域
で
締
結
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
お
力

を
い
た
だ
き
た
い
」
と
協
力
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
同
地
区
町
内
会

長
会
議
の
柏
木
睦
夫
会
長
は
「
名

簿
の
共
有
に
よ
り
、
災
害
時
だ
け

で
な
く
普
段
か
ら
み
ん
な
が
助
け

合
い
、
元
気
で
明
る
い
地
域
を
目

　

八
戸
市
か
ら
宮
城
県
気
仙
沼
市

に
か
け
て
の
地
質
や
地
形
な
ど
を

保
全
し
、
教
育
や
観
光
な
ど
へ
の

活
用
を
目
指
す
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク

構
想
。
２
月
27
日
、
住
民
レ
ベ
ル

か
ら
同
構
想
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、

久
慈
地
域
の
民
間
団
体
な
ど
が

「
北
三
陸
大
地
の
恵
み
・
ジ
オ
パ

ー
ク
推
進
連
絡
会
」
の
設
立
総
会

を
中
央
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

発
起
人
を
代
表
し
て
「
く
ん
の

こ
ほ
っ
ぱ
愛
好
会
」
の
黒
沼
忠
雄

会
長
が
「
北
三
陸
の
魅
力
を
上
げ

る
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
、
み
ん

関係団体など約60人が出席した設立総会

充実した表情の各町内会長と山内市長

　第５回税に関する絵はがき
コンクール（全国法人会総連
合主催）で、鹿糠彩

あや

芽
め

さん
（小久慈小６年）が東北六県
法人会連合会会長賞、小室奏

かな

絵
え

さん（同）が県法人会連合
会会長賞を受賞しました。両
賞は市内の小学生では初の受
賞。鹿糠さんは「作品に描い
た標語のように、税をかしこ
く使って、いろいろな人に役
立ててほしいです」と作品へ
込めた思いを話しました。

小久慈小の児童入賞

な
で
高
め
ま
し
ょ
う
」
と
設
立
の

趣
旨
を
説
明
。
会
長
に
選
ば
れ
た

梶
田
民
男
さ
ん
は
「
日
本
、
世
界

の
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
し
ま

す
」
と
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
地
域
資
源
の
魅
力
に
つ

い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
者

は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

同
連
絡
会
は
学
習
会
の
開
催
や

同
構
想
の
推
進
、
地
域
活
性
化
に

向
け
た
活
動
を
進
め
る
方
針
で
す
。

ま
し
た
。

　

同
大
会
で
は
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
表
彰
式
や
、
久
慈
工
業
高
校

の
生
徒
２
人
に
よ
る
意
見
発
表
も

実
施
。
最
後
は
道
路
の
早
期
整
備

を
要
望
す
る
大
会
決
議
を
参
加
者

全
員
が
拍
手
で
承
認
し
、
掛
け
声

三
唱
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

三
陸
沿
岸
地
域
の
早
期
復
興
の

た
め
「
復
興
道
路
」
と
し
て
事
業

化
さ
れ
た
三
陸
沿
岸
道
路
。
八

戸
・
久
慈
自
動
車
道
は
、
そ
の
先

導
区
間
と
し
て
開
通
へ
向
け
た
作

業
が
続
い
て
い
ま
す
。
国
は
10
年

以
内
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す

が
、
整
備
に
は
地
域
全
体
の
行
動

が
必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
道
路

の
必
要
性
と
早
期
の
完
成
を
強
く

訴
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

八
戸
・
久
慈
自
動
車
道
整
備
促

進
住
民
大
会
（
八
戸
・
久
慈
自
動

車
道
整
備
促
進
住
民
会
議
主
催
）

は
３
月
16
日
、
ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル

で
開
催
。
八
戸
市
か
ら
普
代
村
ま

で
の
沿
線
６
市
町
村
か
ら
約
千
人

が
参
加
し
、
復
興
道
路
の
早
期
完

成
に
よ
る
地
域
の
復
興
と
活
性
化

に
向
け
て
一
致
団
結
し
ま
し
た
。

　

住
民
大
会
に
先
立
ち
、
国
土
交

通
省
東
北
地
方
整
備
局
の
川
瀧
弘

之
道
路
部
長
が
講
演
。
復
興
道

路
・
復
興
支
援
道
路
の
整
備
の
状

況
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
沿
線
市
町
村
の
小
学
校

の
児
童
６
人
が
「
私
た
ち
の
未
来

を
拓ひ

ら

く
道
づ
く
り
」
と
題
し
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
提
唱
。
山
内
隆
文

市
長
な
ど
沿
線
６
市
町
村
長
は
、

地
域
が
期
待
す
る
早
期
開
通
に
向

け
頑
張
る
こ
と
を
誓
い
、
子
ど
も

た
ち
と
つ
な
い
だ
手
を
高
く
掲
げ

　

久
慈
市
土
地
改
良
区
（
砂
子
友

男
理
事
長
）
と
市
は
２
月
19
日
、

幹
線
用
水
路
の
一
部
区
間
の
保
守

や
管
理
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
、

兼
田
建
設
株
式
会
社
（
小
田
隆
代

表
取
締
役
社
長
）、
株
式
会
社
米

内
造
園
（
米
内
吉
榮
代
表
取
締

役
）
と
ア
ド
プ
ト
活
動
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

山
内
隆
文
市
長
は
「
新
た
な
地

域
づ
く
り
の
関
心
が
高
ま
り
、
他

地
区
に
波
及
す
る
よ
う
な
先
進
的

モ
デ
ル
と
し
て
活
動
し
て
ほ
し
い

で
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
協

定
書
へ
の
署
名
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
田
社
長
は
「
地
元
の
企
業
と

し
て
地
域
に
社
会
貢
献
し
て
い
き

ま
す
」と
意
欲
。
米
内
社
長
は「
水

を
大
切
に
し
て
き
た
地
域
の
皆
さ

ん
と
共
に
環
境
を
守
り
ま
す
」
と

使
命
感
を
に
じ
ま
せ
ま
し
た
。

　

同
協
定
は
平
成
15
年
度
か
ら
岩

手
県
が
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
、

こ
れ
ま
で
に
県
内
で
１
７
３
協
定

の
締
結
を
支
援
。
久
慈
管
内
で
は

初
の
締
結
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
同
改
良
区
の
久
慈
川
１

号
幹
線
用
水
路
９
・
２
㌔
㍍
の
う

ち
、
寺
里
地
区
の
４
０
０
㍍
を
兼

田
建
設
、
大
川
目
町
山
口
地
区
の

２
０
０
㍍
を
米
内
造
園
が
維
持
管

理
。
収
集
さ
れ
た
ご
み
の
処
理
な

ど
を
市
が
行
っ
て
い
き
ま
す
。

活動への決意を込め協定書に署名する関係者

　アドプトとは「養子縁組」の
こと。道路や水路などの公共
施設の一部区域や区間を「養
子」とみなし、住民や団体、企
業などが「里親」となって清掃
や美化活動を行う制度です。
　アドプト制度によって、農
業者の高齢化や後継者問題な
どによる施設の管理能力不足
が改善。団体や企業の社会貢
献活動の場としても利用され
るほか、地域住民の活動の
活性化も期待されています。

清掃活動の様子（花巻市）

アドプト活動協定

鹿糠彩
あや

芽
め

さん（中央左）と小室奏
かな

絵
え

さん（同右）

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

　２月17日に盛岡市で行われ
た第35回県スポーツ少年団柔
道大会の団体戦で、三船十段
記念館柔道スポーツ少年団が
２年連続19回目の優勝。５月
に東京都で行われる全国少年
柔道大会への出場が決定しま
した。主将の大宮秀太くん（小
久慈小５年）は「今年は３回
戦以上に進出できるよう頑張
ります」と全国大会への意欲
を見せました。
　また個人戦では、同スポ少
の佐藤大知くん（長内小６年）
が優勝。「中学生になっても、
今以上に強くなれるよう頑張
ります」と意気込みました。

三船十段記念館
全国大会へ

県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
柔
道
大
会

「がんばろう！」と力強く拳を突き上げる参加者

道路整備への思いを発表した仲村豪
ひで

将
ゆき

さん（左）と播磨涼
りょう

冴
が

さん（右）

News

News

ジオパーク推進連絡会が設立

住民レベルから盛り上げ

小久慈地区の10町内会が協定締結

普段から助け合う地域に

 PICKUPPICKUPNNewsews
News

News 八戸・久慈自動車道整備促進住民大会

復興道路の早期完成に一致団結

久慈川幹線用水路のアドプト活動協定を締結

新たな地域づくりに意欲と使命感

 PICKUPPICKUPNNewsews

ジオパーク

　ジオとは、ギシリャ語で
「地球、大地」という意味
です。科学的に見て特別に
重要で貴重または美しい地
質や地形を見どころとする
自然の場所（大地の公園）
をジオパークといいます。

17　広報くじ№170

優勝した三船十段記念館柔道スポーツ少年団と
個人戦優勝の佐藤大和くん（左）
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まちのわだい
Ｔｏｗｎ　Ｔｏｐｉｃｓ
まちで行われたイベントや、学校・各種団体の活動などを紹介します

身近な情報をお待ちしています。
市まちづくり振興課 広報くじ
担当 TEL52‒2116 ／ FAX52‒3653

クリニックの成果を発揮した合同演奏

　久慈地域の吹奏楽のレベルアッ
プと音楽普及のために開催された
「アンバーホール吹奏楽クリニッ
ク」。２月24日、指導の成果を発表
する吹奏楽祭がアンバーホールで
開かれ、440人が来場。講師陣が奏
でる美しいハーモニーや、息の
合った各学校合同の演奏に会場か
ら大きな拍手が送られました。

茶色から緑色に変わるワカメに大興奮

きれいな緑色ワカメに驚き
地産地消ふれあい給食

毛ガニ目当てに大勢
北三陸くじ冬の市に２千人来場

１ ／目当ての毛ガニを受け取り思わず笑顔
２ ／出た目の数だけ毛ガニをもらえる「毛
ガニ争奪！サイコロゲーム」

３ ／温かい毛ガニ汁は子どもたちにも好評

　みずき園（間加
か

壽
じゅ

子
こ

園長・利用
者47人）は３月１日、小さな親切
運動県本部（高橋真裕代表）から
「小さな親切」実行章を受章しま
した。同園は、地域と協力しなが
ら空き缶・古新聞などの収集、除
雪作業などのボランティア活動を
平成14年から実施。優しい心と行
動が評価されました。

受賞を喜ぶ利用者と職員の皆さん

みずき園の優しさが評価
小さな親切実行章

　２月23日、今年度最後となる第４回北三陸
くじ冬の市（同実行委員会主催）が開催さ
れ、市民ら約２千人が来場しました。小雪交
じりの寒風が吹く中、10時の開始を前に詰め
掛けた来場者の目当ては冬の味覚「毛ガニ」。
市漁業協同組合の協力で行われた格安販売で
は、大きさごとに分けられ地価より安い値が
付けられました。販売が始まると来場者の前
に並べられた約800匹の毛ガニは１時間とか
からずに完売しました。購入した川原恵美子
さん（夏井町）は「９時半頃から並んでやっ
と購入しました。大きいものは贈答用に、小
さいものは自宅でいただきます」と満足した
様子でした。
　11時からは、毛ガニ汁の格安販売も実施。
うま味がぎゅっと詰まった温かい一杯を求め
行列ができました。買い求めた人たちは皆笑
顔で味わっていました。

１

２

　地元食材を理解するふれあい給
食は２月21日、久慈小学校で開催。
児童たちはワカメを使った給食で
生産者らと楽しく交流した後、食
育やワカメの養殖などを実験も交
えて学びました。桑田英

ひで

寿
とし

くん（３
年生）は「おいしかったし、熱湯
できれいな緑色になることがわか
りました」と驚いていました。

３

一年の集大成に達成感
吹奏楽クリニック発表会

　自衛隊に入隊予定の市出身者６人は２月19日、市
役所を訪問。山内隆文市長に入隊に向けた思いと熱
い決意を力強く語り、新天地での活躍を誓いました。
山内市長は「震災時、現場の状況に応じた自衛隊の
対応は素晴らしかった。皆さんも厳しい訓練を乗り
越え、大きく成長することを期待しています」とエー
ルを送りました。
　入隊予定者の種目と氏名は次のとおりです。（敬
称略）◇一般曹候補生…下　利

とし

哉
や

（久慈高）◇自衛
官候補生…谷﨑貴

たか

紀
き

（久慈高）、鈴木亮
りょう

（専門学校）、
柳
やな

杭
ぐい

田
だ

守
もり

文
ふみ

（久慈東高）、林菜
な

都
つ

紀
き

（花巻東高）、清
水頭静

しず

香
か

（一般）

意欲に満ちた表情で拳を掲げる入隊予定者

新天地への決意を力強く
自衛隊入隊予定者があいさつ

小倉利之リポーター（久慈・大川目担当）
梅沢政隆リポーター（夏井・侍浜担当）

ベートーベン交響曲連戦演奏会
は、宝くじの助成金により実施
されました。

リポーター
紹介

広報リポーターの突撃取材！

　３月３日、市文化会館主催の
ベートーベン交響曲連戦演奏会を
開催。仙台フィルハーモニー管弦
楽団とＮＨＫ交響楽団のトップメ
ンバー、岩手県出身のピアニスト
佐藤彦

ひろ

大
お

さんらが、ベートーベン
がデビューコンサートで演奏した
４曲を再現。夢の協演が約４００人
の聴衆を魅了しました。

スクリーン上の説明で理解も深まりました

夢の協演でデビュー再現
ベートーベン演奏会

海女の歴史、正しい知識で
「北限の海女 今昔」発行

　３月７日、防災センターで消防
車両交付式が行われ、市消防団４
個分団に小型動力ポンプ付き積載
車など各１台が交付されました。
門ノ澤正浪団長は「迅速かつ確実
な消防防災活動のため、さらなる
訓練に努めます」と謝辞。団員ら
は装備などを確認し意欲をみなぎ
らせていました。

迅速・確実な活動に意欲
消防車両交付式

交付後、機器の説明を聞く消防団員

冊子をＰＲする編集委員の皆さん

　北限の海女の歴史や暮らし、新
聞掲載された情報などをまとめた
冊子「北限の海女  今昔」が３月
11日に発行。編集委員の黒沼忠雄
さんは「ドラマの放送を機に、100
年の歴史を持つ海女の正しい知識
を伝えたい」と発刊への思いを話
しました。同書は市内の書店など
で販売中です。

　ソフトテニスの全日本やアジア大会で優勝した
菅野勝郎氏（陸前高田市）が３月16日に久慈市を
訪問し、市民体育館でスポ少や市ソフトテニス協
会会員ら52名とテニス教室で交流。受講者はわく
わくしながら真剣に学びました。 （梅沢リポ）

子どもたちに優しく指導する菅野氏

ア
ジ
ア
の
覇
者

菅
野
氏
来
久

　大川目町まちづくり協議会は２月23日、町民な
ど約40人が参加し地域課題懇談会を開催しまし
た。参加者は身近なゴミ問題や文化・歴史の伝承な
どについて意見交換。懇親会では地元の特産品を
話題に夜遅くまで交流を図りました。（小倉リポ）

活発な意見交換が行われました

地
域
の
課
題

意
見
を
交
換
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市内の小・中学校で英語を教えている市の外国語指導助手の皆さん
が、久慈市で生活していて感じたことなどを紹介するコーナーです

市の保健師、栄養士、看護師などが、健康に関する情報をお届けす
るコーナーです。皆さんの元気と健康づくりにお役立てください。
市の保健師、栄養士、看護師などが、健康に関する情報をお届けす
るコーナーです。皆さんの元気と健康づくりにお役立てください。

《山形図書館》

オ
ス
ス
メ
図
書

《市立図書館》

利
用
案
内

《市立図書館　☎53‒4605》

《山形図書館　☎72‒3711》

B 図書館だより

C 子育て支援センターだより 元気応援だより

ooks

hild Health
をお届けすをお届けす
ださい。ださい。

MY★ Life     Kujiin

　

平
成
25
年
１
月
、
岩
手
医
科
大

学
内
に｢

い
わ
て
東
北
メ
デ
ィ
カ

ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク
機
構｣

が
発
足

し
ま
し
た
。
こ
の
機
構
は
同
大
学

な
ど
を
実
施
機
関
と
し
て｢

東
北

メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク
事
業｣

を
行
い
ま
す
。　

　

同
事
業
は
、
被
災
地
へ
の
医
師

派
遣
や
コ
ホ
ー
ト
研
究
（
健
康
調

査
）
な
ど
を
通
じ
て
被
災
者
の
健

康
意
識
の
向
上
を
図
り
、
被
災
地

域
の
医
療
復
興
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
血
液
な
ど
生
体
試
料
と
遺

伝
子
な
ど
の
生
体
情
報
を
管
理
・

分
析
す
る
バ
イ
オ
バ
ン
ク
を
立
ち

上
げ
、
将
来
か
か
り
や
す
い
病
気

の
予
測
や
治
療
法
の
開
発
な
ど
次

世
代
型
個
別
化
医
療
の
確
立
も
目

指
し
ま
す
。

　

同
事
業
に
関
わ
っ
て
、
久
慈
地

域
で
は
集
団
健
診
を
実
施
す
る
時

に
コ
ホ
ー
ト
研
究
へ
の
参
加
者
を

募
集
す
る
予
定
。
県
立
久
慈
病
院

に
設
置
す
る
予
定
の
同
機
構
サ
テ

ラ
イ
ト
で
も
コ
ホ
ー
ト
研
究
へ
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

未
来
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、

東
北
メ
デ
ィ
カ
ル
・
メ
ガ
バ
ン
ク

事
業
地
域
住
民
コ
ホ
ー
ト
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 保健推進課 ☎61ｰ3315

～医療でつながる、未来ひろがる～
東北メディカル
・メガバンク事業

り

大鹿糠  正
ま さ

行
ゆ き

 さん（畑田・36歳）
両親と妻、子ども２人の６人家族。趣味はス
ノーボードやダンス。最近は本業が忙しく、
趣味を楽しむ暇がない

Profi le

「消費者が求めるものを提供していきたい」と話す大鹿糠さん

　
「
後
継
者
不
足
と
言
わ
れ
る
農

業
だ
か
ら
こ
そ
、
担
い
手
と
し
て

自
分
が
必
要
な
ん
だ
と
感
じ
、
仕

事
を
で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
す
」。

　

そ
う
話
す
の
は
大
鹿
糠
正
行
さ

ん
。
水
稲
・
リ
ン
ゴ
・
花
き
栽

培
・
菌
床
シ
イ
タ
ケ
な
ど
の
複
合

経
営
を
行
う
若
き
農
業
経
営
者
で

す
。
も
と
も
と
実
家
は
農
業
を
営

ん
で
い
ま
し
た
が
、
大
鹿
糠
さ
ん

は
大
学
卒
業
後
、
東
京
で
会
社
勤

め
を
経
験
し
ま
し
た
。

　
「
い
ず
れ
は
久
慈
で
農
業
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
そ

の
前
に
社
会
勉
強
を
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
農
家
を
長
く
続
け
て

い
く
た
め
に
も
必
要
な
経
験
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
」

　

会
社
勤
め
で
培
っ
た
経
験
を
糧

に
平
成
16
年
に
就
農
し
ま
し
た
。

　

就
農
し
て
８
年
、
大
鹿
糠
さ
ん

は
実
家
の
農
業
経
営
を
本
格
的
に

譲
り
受
け
ま
し
た
。

　
「
地
域
に
根
差
し
た
農
業
を
進

め
て
い
き
た
い
で
す
。
農
作
物
は

自
分
の
こ
だ
わ
り
を
消
費
者
に
Ｐ

Ｒ
し
て
販
売
す
る
の
で
は
な
く
、

消
費
者
が
求
め
る
物
を
提
供
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と
こ
れ
か
ら

の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

若
手
農
業
者
の
組
織
「
久
慈

市
農
村
青
年
ク
ラ
ブ
」
の
会
長

を
務
め
る
大
鹿
糠
さ
ん
。
同
ク

ラ
ブ
に
は
、
農
業
に
興
味
が
あ

る
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
人
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

　
「
交
流
や
活
動
を
通
じ
て
お

互
い
に
刺
激
し
あ
い
、
何
か
を

見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
ク
ラ
ブ

に
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
大

鹿
糠
さ
ん
は
展
望
を
語
り
ま
す
。

　

担
い
手
と
し
て
、
若
手
の
け

ん
引
役
と
し
て
、
大
鹿
糠
さ
ん

は
農
業
に
ま
い
進
し
ま
す
。

Human

きらり

輝く
人 地域に根差した農業経営目指す

若手農業者のけん引役

水稲・リンゴ・菌床シイタケなどを複合経営

必
要
性
感
じ
ら
れ
る
仕
事

地
域
に
根
差
し
た
農
業
を

行事予定

利用案内

●４／３㈬　赤ちゃんサロン 13：30～15：00
　※対象は１歳３か月までの赤ちゃんとその保護者
●４／８㈪　あそびの教室 終日
　※対象児が決まっているため自由来所はできません
●４／10㈬　絵本の読み聞かせ 11：00～    
●４／22㈪　あそびの教室 終日
　※対象児が決まっているため自由来所はできません

■子育て支援センター（川崎町11‒1）☎52‒3210
■対象…未就学児と保護者
■利用時間…①月～金８時30分～17時②土８時30分 
　～13時30分
■休館日…土曜日の午後、
　　　　　日曜日、祝日
■利用料…無料

お気軽にご利用ください

オススメの声

千葉  純子
さんと
長男の

太
た い

惺
せ い

くん
（川崎町）

スタッフが子どもの名前
を覚えてくれるので安心
感がありますね。同じ年
頃の子を持つ親同士、情
報交換もでき助かります。

ジャイルズ・ラロッシュ／著　偕成社
　どうしてこんな家を建てたんだろ
う？どんなふうに暮らしているんだろ
う？世界には、それぞれの土地にふさ
わしい、すてきな家がたくさんあるよ。
こんな家に住んでいたら、どんな毎日
を過ごすことができるかな？

「こんな家にすんでたら」

環境デザイン研究所／編
誠文堂新光社

　季節を二十四節に分け、一節を三つ
に分けると七十二候。本書では七十二
候に季節の花の題材を当てはめて、古
典から引用した花言葉や花の名句、美
しい花の写真を添えて解説しています。

「花の七
しち

十
じゅう

二
に

候
こう

」
■開館時間…９時～19時（土日祝は17時まで）
■ ４月の休館日…１㈪、８㈪、15㈪、22㈪、30㈫
●企画展「こわい本が読みたい！」…４／20㈯～５／
12㈰　怪談等を題材にした児童書の展示・貸出。

●図書館映画会…13㈯①10時30分②14時30分
●チビッコの部屋…①13㈯②27㈯14時～

■開館時間…10時～18時
■ ４月の休館日…１㈪、８㈪、15㈪、22㈪、29㈷、30㈫
● 企画展「ドキドキワクワク、春を楽しもう」…４／
９㈫～５／５㈰

● 企画展「不思議な目の錯覚」…４／23㈫～５／28㈫
● 巡回展「文学賞受賞図書展」…４／26㈮～５／５
㈰

書

　健康状態や遺伝、発病
の関連を明らかにするた
め、長期にわたって調査
し、解析をする研究です。

コホート研究

　市立図書館では、本年度も祝日を開館します。
通常、月末は休館ですが、土日に当たるときは
開館します。皆さんどうぞご利用ください！

市立図書館は
祝日も開館！

平成
25年
度も

　誰にでも寂しい時やつらい時はありま
す。でもそんな時、美しい花が咲く前に
は雨が必要だと思い、辛抱し前向きに進
んで行けばきっといいことが待っている
と私は信じてます。
　今月は、雨の日も晴れの日も毎日に感
謝して生きていきましょう。

　アメリカでは、４月は雨の多い月です。
雨の日が続くと、曇りのせいで気持ちが
落ち込んでしまうことが誰にでもありま
す。そこで生まれた英語のことわざがあ
ります。
『April showers bring May fl owers.』
（４月の雨が５月の花を咲かせる）

エリカ・ワード  さん

April showers bring May fl owers
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関上こども
クリニック

久慈市長内町24-98-2
☎0194－75－3722

小児科・アレルギー科・内科診療案内

休診日：水曜・祝日
5/1㈬は診療します
5/2㈭は臨時休診日です（　　　　　） ※日曜も

診療して
います。 久慈市長内町34ー26ー1

ＴＥＬ 0194ー52ー1155

真心をこめた料理をお届け致します。
《各種仕出し料理承ります》
祝膳・仏膳・折詰・弁当・オードブル・寿司
（御予算に合わせてご用意させて頂きます。）
安心安全の目印「Ｓマーク」登録店

㈲野場造花仏具店
久慈市十八日町　☎52‒2010

24時間体制で受付ております

くじセレモニーホール

メモワール・ノヴァ
長内館・川貫館

仏壇、神仏具、花環、葬儀一式

●広告掲載に関する問い合わせは　　
㈱レーベル ' ホーム（☎ 52‒0041）まで

ちだ医院
久慈市門前37‒56‒26　☎61‒3366

小児科・内科
アレルギー科

当院で接種可能な予防接種
▶▶▶肝炎・四種混合以外は予約不要です◀◀◀
三種混合・四種混合・二種混合（ジフテリア・破傷風）・
BCG・麻疹風疹混合・日本脳炎・Hib（ヒブ）・小
児肺炎球菌（フレベナー）・子宮頸癌・不活化ポリオ・
インフルエンザ

水痘・おたふくかぜ・B型肝炎・A型肝炎
・成人の肺炎球菌・麻疹・風疹

任意の
ワクチン

高感度注文服工房・ファッションリフォーム

久慈市旭町（県立久慈病院通り／元気の泉隣）■TEL52‒7361
高橋洋服店

タンスの中の着てない洋服、
上手に活用しませんか?
狭くなったパンツやスカートのウエストは最大10㎝以上、

狭くなったジャケットの胴周りは、約４㎝出すことができます。
「体重が変化して着てない」「今の流行に合わなくて着てない」
こんな洋服を現代的なデザインで着心地よくリサイズしませんか?
★大きいジャケットを細身に…5,250円～　★だぶだぶパンツを細身に…3,150円～　★ボタン交換…2,400円～

★パンツ・スカートウエスト±調整…1,575円～　★パンツ・ジャージ裾上げ…630円～　★肩パット交換…1,200円～

久慈ひまわり基金
法律事務所

債務整理 相　続 離　婚
など何でもご相談下さい

営業時間　平日9：00～17：30
久慈市川崎町12‒18　YKビル1階

※要予約
TEL0194‒61‒1818

★本 庁 舎　☎52‒2111
★山形総合支所　☎72‒2111
★宇部支所　☎56‒2111
★侍浜支所　☎58‒2111
★山根支所　☎57‒2111
※市役所の各課の番号は直通電話
です。また、上記の代表電話から
もつながります

このページでは、くらしに役立つ
情報をお知らせします。

らしの
情報暮

I N FO RMAT I ON

青少年ホームの前期講座

　登録申請に必要な書類など、詳し
くはお問い合わせください。
▶開催日…①５月20日㈪②７月22日
　㈪③９月20日㈮
▶受付時間…10時～11時・13時～14
　時
▶会場…盛岡地区合同庁舎
　※開催日以外は審査できません。
問県生涯学習文化課☎019‒629‒6182

銃砲刀剣類登録審査会

お知らせ
　ＪＩＣＡでは開発途上国で活動す
る青年海外協力隊などのボランティ
アを募集中。詳しくはお問い合わせ
ください。
▶応募区分…①20歳～39歳（青年）
　②40歳～69歳（シニア）
▶申込期限…５月13日㈪
　※体験談＆説明会を４月20日㈯、アイー　
　ナ（盛岡市）で開催
問ＪＩＣＡ東北　☎022‒223‒4772

海外ボランティアの募集

募集

　県障がい者スポーツ大会に出場す
る選手を募集します。
▶日時…６月１日㈯９時～
▶会場…県営運動公園　ほか
▶種目…陸上、フライングディスク、
　卓球、水泳、アーチェリー、ボウ
　リング
▶参加資格…県内在住で、満13歳以
　上の身体・知的・精神障がい者
▶申込期限…４月15日㈪

障がい者スポーツ大会選手

　施設利用希望者は４月15日㈪まで
に各学校へお申し込みください。
■開放校

学校体育施設を無料開放

　盛岡財務事務所では、専門相談員
による多重債務相談を受付中。相談
は秘密厳守・無料です。一人で悩ま
ず、お気軽にご相談ください。
▶相談ダイヤル…☎019-622-1637
▶受付期間…平日８時30分～17時15分

多重債務相談ダイヤル
　久慈琥珀博物館では、春の特別企
画「宮沢賢治と輝石の物語」を開催。
小さい頃から「石っこ賢さん」とも
呼ばれるほど鉱物の世界に思いを寄
せた宮沢賢治と、賢治の作品に数多
く登場する宝石などの鉱物の世界を
紹介します。
▶期間…６月30日㈰まで
▶会場…久慈琥珀博物館・新館
▶時間・入館料…９時～17時・高校
　生以上500円、小中学生200円
問久慈琥珀博物館　☎59‒3831

琥珀博物館の特別企画展

　趣味・教養から語学・資格まで、
幅広いジャンルの講座が200以上。
通信講座で新しい趣味やスキルを身
につけてみませんか。
　ご請求により、無料の案内書をお
届けします。詳細についても気軽に
お問い合わせください。
▶申込期間…通年
▶請求ダイヤル…☎0120‒06‒8881
問ＮＨＫ学園　☎042‒572‒3151

ＮＨＫ学園で生涯学習

　久慈都市計画下水道事業の事業計
画の変更が県知事から認可されまし
たので、関係図書を縦覧します。
▶期間…平成30年３月31日まで
▶会場…市役所３階・下水道課（土
　日・祝日を除く）
問下水道課　☎52‒2152

下水道事業計画の縦覧

　固定資産税価格の帳簿を縦覧しま
す。手数料は無料です。
▶縦覧帳簿…土地価格等縦覧帳簿、
　家屋価格等縦覧帳簿
▶縦覧できる人…①市内に所在する
　土地または家屋の固定資産税の納
　税者②固定資産税の納税管理人③
　納税者の代理人（委任状が必要）
▶縦覧期間…４月１日㈪～４月30日
　㈫　※土日、祝日を除く
▶縦覧会場…税務課、山形総合支所
　住民生活課
問税務課　☎52‒2114

固 定 資 産 税 の 縦 覧

大会当日に選手団のサポートや誘導
などを行うボランティアサポーター
「ココパト」も募集中です。

問社会福祉課　☎52‒2119

住　宅　名 戸数 家賃（月額）
さいわい団地 １戸 14,500円～21,700円
▶申込期限…４月15日㈪
問建築住宅課　☎52‒2120
問山形総合支所産業建設課　☎72‒2129

市営住宅空きあります

▶会場…久慈職業能力開発センター
▶申込期限…２週間前
問久慈職業能力開発センター☎53‒6261

コース 期間 定員

ビジネス文書作成Ⅱ ５／１㈬～２㈭ 15

建築大工入門
（刃物の研ぎ方など） ５／８㈬～９㈭ 10

無料でスキルアップ

編集後記
▶惜しまれながら閉校した角柄分校。地域の
愛情をたっぷり受けて育った３人の児童は、
新しい学校でも元気な笑顔を見せてくれると
思います。▶紙面の都合で掲載できませんで
したが「にぎり寿司」体験教室で実際にチャ
レンジ！粋な講師の指導で上手にできました
よ。教室の様子は市ＨＰに掲載中。どうぞご
覧ください。  （水上）

▶岩手きずな号が運行を開始しました。車両
は右と左で印象が全く異なりますが、私の第
一印象は「どちらも素敵！」でした。連続テ
レビ小説あまちゃんの放送も始まり、「なん
となく久慈を訪れてみようかな」と思う人も
出てきたはず。そんな人たちがバスを見て「そ
うだ、久慈に行こう！」と心動かされること
を期待しています。 （広崎）

小学校　９校
久慈、久慈湊、長内、小久慈、夏井、平
山、小国、霜畑、来内
中学校　８校
久慈（※）、長内（※）、大川目（※）、侍浜、
宇部、三崎、山根、山形（※）
※印…屋外運動場照明施設の設置校

▶開放期間…平成26年３月25日㈫ま
　で　※年末年始を除く
▶開放時間…①屋外運動場／５時～
　７時・16時30分～19時（土日祝日
　は５時～17時）②体育館／17時～
　21時（土日・祝日は９時～21時）
問社会体育課　☎52‒2156

　５月から勤労青少年ホームで次の
講座を開催します。

▶時間…18時30分～20時30分
▶受講資格…市内在住または市内に
　勤務する30歳未満の勤労者
▶申込期間…４月１日㈪～23日㈫
　※定員になり次第締め切ります
問勤労青少年ホーム　☎53‒2320

講　座　名 曜日 回数 開始月
華道 火 10 5月

ペン習字 水 10 5月

バドミントン 木 10 5月

料理 金 10 5月

フラダンス 土 10 5月

絵画 木 10 5月

アメリカンフラワー 月 10 5月

ラテンエアロ 月 ８ 5月



２

１ ／バスの運転席側から後部に
かけて朝焼けの久慈海岸と琥
珀、アマリンをデザイン
２ ／出発を前に関係者らがテー
プカット
３ ・４／23日の朝、久慈駅前で
は東京発の第１便を歓迎する
市民らが出迎え。バスから降
りると記念品や郷土料理が振
る舞われ、乗客もにっこり

※ 運賃は予約時期に
よって変動します

久
慈
営
業
所

10：009：509：008：407：407：207：0023：0522：4522：2022：0722：00

20：0020：0520：5521：1522：1522：3523：006：457：057：257：387：45

久
慈
駅
前

九
戸
（
オ
ド
デ
館
）

二
戸
駅
西
口

八
幡
平
（
お
ら
ほ
の
温
泉
）

厨
川
駅

盛
岡
駅
西
口

東
京
ド
ー
ム
ホ
テ
ル

東
京
駅
八
重
洲
口

東
京
駅
八
重
洲
口

六
本
木
ヒ
ル
ズ

六
本
木
ヒ
ル
ズ

田
町
駅
入
口

田
町
駅
入
口

芝
浦
車
庫

020：0020：05：55

22：2022：072：00

運賃

久慈⇔東京
（片道）

6,000～
8,500円

４

３

バスの搭乗口側に北限の海女やつりがね
洞がデザインされた「岩手きずな号」

１
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広
報
く
じ
　
　４
月
１
日
号
　
N
o.170

植
物
油
、
大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

　

岩
手
県
北
自
動
車
株
式
会
社

（
盛
岡
市
・
松
本
順
社
長
）
は
久

慈
市
と
東
京
都
内
を
結
ぶ
高
速
夜

行
バ
ス
「
岩
手
き
ず
な
号
」
の
運

行
を
３
月
22
日
か
ら
開
始
し
ま
し

た
。
同
社
久
慈
営
業
所
か
ら
は
８

人
が
乗
車
。
関
係
者
ら
約
30
人
に

見
送
ら
れ
東
京
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
松
本
社
長
は
「
こ
の

バ
ス
で
一
人
で
も
多
く
の
人
に
久

慈
地
域
を
訪
問
し
て
も
ら
う
こ
と

が
、
地
域
の
復
興
へ
の
原
動
力
に

な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と
運
行

へ
の
思
い
を
話
し
ま
し
た
。
山
内

隆
文
市
長
は
「
全
国
と
当
地
域
と

の
絆
を
築
き
、
当
地
域
の
魅
力
の

発
信
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」

と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　　

バ
ス
は
株
式
会
社
フ
ジ
エ
ク
ス

プ
レ
ス
（
東
京
都
）
と
の
共
同
運

行
で
、
久
慈
と
東
京
か
ら
毎
晩
１

便
ず
つ
が
発
車
。
久
慈
駅
前
と
東

京
駅
八
重
洲
口
間
を
約
11
時
間
で

つ
な
ぎ
ま
す
。

　

市
で
は
首
都
圏
な
ど
で
の
観
光

Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
岩
手
県
北
自
動
車

の
バ
ス
に
全
面
ラ
ッ
ピ
ン
グ
広
告

を
実
施
。
海
と
琥
珀
の
色
に
塗
り

分
け
ら
れ
た
車
体
の
中
央
に
は
、

力
強
く
「
久
慈
市
」
の
文
字
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

乗
り
換
え
な
し
の
利
便
性
に
加

え
、連
続
テ
レ
ビ
小
説「
あ
ま
ち
ゃ

ん
」
の
ロ
ケ
地
を
訪
れ
る
観
光
客

の
増
加
な
ど
、
交
流
人
口
の
拡
大

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

久慈⇔東京 「岩手きずな号」が運行を開始

「きずな」ががつなぐつなぐ
地
域
復
興
の
原
動
力
へ
―

ラ
ッ
ピ
ン
グ
で
観
光
Ｐ
Ｒ

ぼくらも乗って
みたいな～


